
　

春
の
足
音
が
聞

こ
え
る
。
春
到
来

で
心
が
和
む
時
期

と
な
る
が
、
今
年

は
気
が
重
い
。
大

船
渡
の
山
林
火
災

は
ま
さ
に
春
の
災

害
と
い
っ
て
い
い
。

非
常
災
害
は
季
節

を
選
ば
な
い
。
今
後
災
い
が
少

な
く
な
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り

だ
▼
今
年
は
東
日
本
大
震
災
か

ら
14
年
目
と
な
る
。
非
常
災
害

に
対
応
し
た
職
場
の
人
員
体
制

が
実
現
で
き
な
い
ま
ま
、
結
果

と
し
て
14
年
の
歳
月
が
経
っ
て

し
ま
っ
た
と
い
え
る
。
25
春
闘

が
民
間
大
手
で
佳
境
を
迎
え
て

お
り
、
大
幅
賃
上
げ
を
め
ざ
し

て
民
間
労
働
組
合
は
闘
い
を
進

め
て
い
る
。
で
は
私
た
ち
の
春

闘
で
は
何
に
こ
だ
わ
る
の
か
。

賃
上
げ
は
も
と
よ
り
、
ま
さ
に

職
場
で
起
き
て
い
る
課
題
の
点

検
と
要
求
に
違
い
な
い
▼
県
議

会
で
は
職
員
体
制
や
職
員
の
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
な
ど
で
質

疑
が
交
わ
さ
れ
て
い
る
。
私
た

ち
の
職
場
要
求
と
並
行
し
て
、

公
務
労
働
者
が
県
政
推
進
で
不

可
欠
で
あ
り
、
そ
の
体
制
強
化

が
必
要
と
い
う
政
治
の
声
に
他

な
ら
な
い
。
春
闘
は
社
会
を
挙

げ
て
労
働
者
の
処
遇
改
善
を
求

め
る
時
期
。
公
務
労
働
者
も
例

外
で
な
い
▼
大
船
渡
の
山
林
火

災
を
は
じ
め
、
非
常
災
害
時
に

住
民
の
命
と
権
利
を
守
る
公
務

労
働
者
で
あ
る
私
た
ち
自
身
が

活
動
に
誇
り
を
も
っ
て
、
春
闘

期
か
ら
果
敢
に
取
り
組
む
こ
と

が
社
会
的
に
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

▲総括答弁をする小田嶋中央執行委員長（中央）
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県
職
労
は
、
３
月
１
日
の
県
職
連
合
第
37
回
・
県
職

労
第
１
３
３
回
臨
時
大
会
に
お
い
て
、
人
員
確
保
・
賃

金
改
善
・
危
機
事
案
対
応
改
善
等
を
柱
と
す
る
２
０
２

５
春
闘
方
針
を
確
立
し
、
３
月
10
日
に
人
事
課
総
括
課

長
交
渉
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
春
闘
、
人
事
院

勧
告
・
県
人
事
委
員
会
勧
告
、
確
定
闘
争
に
向
け
て
重

点
的
に
取
り
組
む
活
動
の
た
め
、
昨
年
10
月
19
日
の
第

１
２
３
回
中
央
委
員
会
に
お
い
て
職
場
討
議
に
付
し
て

い
た
２
０
２
５
年
度
特
別
闘
争
資
金
の
徴
収
に
つ
い
て
も

議
論
し
た
う
え
で
、
承
認
さ
れ
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
小
田
嶋
中

央
執
行
委
員
長
は
「
今
回
の
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
応
を
め
ぐ

り
、
１
月
の
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ

ム
拡
充
に
係
る
交
渉
の
際
に
緊

急
要
請
を
行
い
、
旅
費
起
点
を

修
正
さ
せ
て
現
地
経
費
の
支
給

を
可
能
と
さ
せ
た
こ
と
、
食
事

提
供
さ
れ
な
い
こ
と
に
対
し
現

地
経
費
の
２
分
の
１
調
整
を
行

わ
な
い
判
断
を
さ
せ
た
こ
と
、

勤
務
時
間
の
割
振
変
更
を
『
原

則
』
か
ら
業
務
実
態
を
踏
ま
え

た
柔
軟
な
対
応
に
変
更
さ
せ
た

こ
と
等
、
タ
イ
ム
リ
ー
に
労
働

条
件
を
変
更
さ
せ
て
き
た
。
た

だ
し
、
本
当
に
大
事
な
の
は
、

職
場
で
困
っ
て
い
る
声
を
速
や

か
に
届
け
、
問
題
に
な
る
前
に

是
正
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

表
に
見
え
な
い
こ
と
の
中
に
も
、

組
合
の
果
た
し
て
き
た
役
割
は

多
く
あ
る
こ
と
を
共
有
し
、
県

職
労
の
最
大
の
運
動
課
題
で
あ

る
『
組
合
員
の
拡
大
』
へ
の
奮

闘
を
お
願
い
し
た
い
」
な
ど
と

あ
い
さ
つ
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
出
席
し
た
及
川

隆
浩
自
治
労
県
本
部
執
行
委
員

長
は
「
大
船
渡
市
の
林
野
火
災

で
は
、
全
消
協
（
全
国
消
防
職

員
協
議
会
）
加
盟
の
消
防
職
員

や
自
治
労
組
合
員
が
奮
闘
し
て

い
る
こ
と
に
敬
意
を
表
す
る
。

今
年
は
戦
後
80
年
、
ベ
ト
ナ
ム

戦
争
か
ら
50
年
で
あ
る
。
自
民

党
が
国
会
情
勢
に
よ
り
譲
歩
す

る
こ
と
は
、
基
本
政
策
の
変
更

が
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。
今
年

の
参
議
院
議
員
選
挙
に
向
け
た

取
り
組
み
の
積
み
重
ね
を
お
願

い
す
る
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
し

た
。

　

報
告
の
部
で
は
、
通
常
の
中

間
経
過
報
告
に
加
え
、
県
職
労

組
織
内
の
野
中
靖
志
盛
岡
市
議

会
議
員
か
ら
政
治
活
動
報
告
が

行
わ
れ
、
盛
岡
市
を
は
じ
め
市

町
村
を
含
め
た
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
対
応
を
め
ぐ
る
課
題
、
職

員
定
数
条
例
を
め
ぐ
る
課
題
、

会
計
年
度
任
用
職
員
の
任
用
数

を
め
ぐ
る
課
題
、
地
方
財
政
確

立
の
課
題
等
に
つ
い
て
発
言
が

あ
っ
た
。
報
告
の
部
で
は
代
議

員
３
人
か
ら
発
言
が
あ
っ
た
。

　

議
事
の
部
で
は
、
２
０
２
５

春
闘
方
針
を
は
じ
め
と
す
る
当

面
の
闘
争
方
針
に
加
え
、
こ
れ

に
伴
う
２
０
２
４
年
度
更
正
予

算
、
２
０
２
５
年
度
暫
定
予
算

を
審
議
し
た
。

　

併
せ
て
、
２
０
２
５
年
度
特

別
闘
争
資
金
の
徴
収
に
関
し
、

自
治
労
岩
手
県
本
部
第
60
回
定

期
大
会
の
決
定
を
受
け
、
昨
年

10
月
19
日
の
第
１
２
３
回
中
央

委
員
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
た

職
場
討
議
を
踏
ま
え
、
２
０
２

５
人
勧
期
闘
争
、
２
０
２
５
確

定
闘
争
及
び
２
０
２
６
春
季
生

活
闘
争
に
お
け
る
全
国
闘
争
、

県
職
労
独
自
課
題
前
進
に
む
け

た
統
一
行
動
等
に
お
け
る
財
政

確
立
を
目
的
と
し
て
、
年
５
，

５
０
０
円
を
２
０
２
５
年
６
月

と
12
月
の
２
回
に
分
け
て
徴
収

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
承
認
さ

れ
た
。

　

議
事
の
部
で
は
、
全
議
案
を

一
括
し
て
審
議
し
、
代
議
員
９

人
か
ら
発
言
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
闘
争
宣
言
採
択
、

ス
ロ
ー
ガ
ン
確
認
を
経
た
う
え

で
、
２
０
２
４
年
度
末
で
退
任

す
る
役
員
、
２
０
２
５
年
度
新

た
に
就
任
す
る
役
員
、
定
年
退

職
す
る
書
記
か
ら
の
あ
い
さ
つ

が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
締
め
く

く
り
に
小
田
嶋
中
央
執
行
委
員

長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
２
０

２
５
春
闘
勝
利
に
向
け
た
意
思

統
一
を
行
っ
た
。

　

県
職
労
は
３
月
10
日
、
当
局

へ
「
春
闘
要
求
書
」
を
提
出
の

う
え
、
人
事
課
総
括
課
長
交
渉

を
実
施
す
る
。
（
交
渉
の
結
果

に
つ
い
て
は
、
３
月
30
日
号
に

掲
載
予
定
）

　

４
月
よ
り
各
所
属
に
新
採
用

職
員
が
配
属
さ
れ
る
。
各
支
部

で
は
こ
の
間
、
新
採
用
職
員
の

加
入
促
進
に
向
け
て
支
部
対
策

会
議
等
の
取
組
み
を
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
部
が
提
起
す
る
方
針
は
次
の

と
お
り
。

　

【
重
点
①
】
支
部
・
分
会
で

の
組
織
的
な
取
り
組
み
の
強
化

・
徹
底
に
つ
い
て
は
、
例
年
、

新
規
採
用
者
の

配
属
直
後
の
４

〜
６
月
に
は
支

部
・
分
会
で
重

点
的
に
取
り
組

み
を
進
め
て
い

た
だ
い
て
い
る

が
、
そ
の
後
の

加
入
状
況
は
横

ば
い
と
な
り
、

通
年
の
取
り
組

み
と
し
て
支
部

・
分
会
で
組
織

的
に
「
声
を
か
け
切
る
」
取
り

組
み
に
至
っ
て
い
な
い
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
４
〜
６
月
で
の
１

０
０
％
加
入
を
め
ざ
し
、
支
部

・
分
会
で
早
期
に
「
声
を
か
け

切
る
」
こ
と
に
こ
だ
わ
る
運
動

を
進
め
る
と
と
も
に
、
重
点
声

掛
け
期
間
を
設
定
し
、
取
り
組

み
を
進
め
る
。

　

【
重
点
②
】
新
採
用
者
・
未

加
入
者
の
ニ
ー
ズ
把
握
と
継
続

的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
徹
底
に
つ

い
て
は
、
職
場
に
定
着
し
た
後

に
加
入
に
至
る
事
案
や
、
初
異

動
時
（
例
：
県
庁　

 

出
先
）
の

職
場
の
環
境
変
化
で
加
入
に
至

る
ケ
ー
ス
も
あ
る
た
め
、
特
に

採
用
３
年
目
ま
で
を
目
途
に
重

点
的
な
声
掛
け
を
行
う
必
要
が

あ
る
。
ま
た
、
「
声
が
掛
か
っ

て
い
な
い
」
職
員
を
出
さ
な
い

よ
う
、
声
か
け
の
有
無
や
反
応

の
良
し
悪
し
等
を
記
録
す
る

「
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
作
成

し
、
支
部
・
分
会
内
で
の
課
題

共
有
と
組
織
的
な
取
り
組
み
に

つ
な
げ
て
い
く
視
点
で
、
活
用

を
推
進
し
て
い
く
。

　

【
重
点
③
】
青
年
層
の
主
体

的
・
組
織
的
な
声
掛
け
の
仕
組

み
の
構
築
に
つ
い
て
は
、
同
年

代
の
先
輩
組
合
員
か
ら
声
を
掛

け
る
の
が
最
も
効
果
的
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
担
い
手
と
な
る
青

年
婦
人
部
の
体
制
強
化
と
と
も

に
、
各
支
部
青
年
婦
人
部
の
主

体
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、

青
年
層
主
体
の
運
動
構
築
と
取

組
を
展
開
す
る
。
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鳥インフルエンザ対応
アンケート実施中

人
員
・
賃
金
・
危
機
事
案
対
応
等
を
重
点
に

３
．
１  

県
職
連
合
第
37
回
・
県
職
労
第
１
３
３
回
臨
時
大
会

２
０
２
５
春
闘
方
針
確
立

声
を
か
け
切
り
仲
間
を
増
や
そ
う
！

新
採
用
職
員
加
入
促
進

⇒
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▲答弁する藤村書記長

新
年
号
ク
イ
ズ
当
選
者
発
表

代
議
員
の
主
な
発
言

【
報
告
の
部
】

・
県
庁
支
部
・
盛
岡
支
部
合
同

で
、
盛
岡
地
区
公
舎
課
題
に
関

す
る
管
財
課
総
括
課
長
と
の
独

自
交
渉
を
行
っ
た
。
エ
ア
コ
ン

の
自
費
で
の
設
置
は
認
め
る
こ

と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
光
回

線
は
既
に
引
き
込
ま
れ
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
た
。
他
地
区
で

は
光
回
線
を
引
き
込
め
な
か
っ

た
と
の
話
も
あ
る
の
で
、
本
部

で
全
体
調
整
し
て
ほ
し
い
。

・
胆
江
支
部
で
は
県
南
局
総
務

部
長
交
渉
を
実
施
し
、
公
舎
の

修
繕
・
エ
ア
コ
ン
設
置
、
庁
舎

破
損
箇
所
の
補
修
を
訴
え
た
が
、

エ
ア
コ
ン
設
置
は
県
民
の
理
解

が
得
ら
れ
な
い
と
の
回
答
だ
っ

た
。
県
南
４
支
部
合
同
の
県
南

局
長
交
渉
で
も
公
舎
課
題
を
取

り
上
げ
た
が
、
局
長
等
の
幹
部

職
員
の
公
舎
も
質
の
低
い
居
住

環
境
と
な
っ
て
い
る
。
全
県
の

課
題
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
。

・
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
応
に

関
す
る
組
合
か
ら
の
要
請
の
成

果
は
、
当
局
通
知
に
は
出
て
こ

な
い
の
で
知
れ
渡
っ
て
い
な
い
。

も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
し
て
よ
い
と

考
え
る
。

【
議
事
の
部
】

・
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
応
に

従
事
し
た
。
振
り
返
る
と
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
役
に
立
た
ず
、
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
も
で
き
て
い

な
か
っ
た
。
今
回
も
、
組
合
で

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
応
従
事

者
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

を
早
期
に
実
施
し
て
ほ
し
い
。

（
注
）
ア
ン
ケ
ー
ト
は
３
月
11

日
か
ら
31
日
ま
で
実
施
中
。

・
千
葉
県
で
は
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
対
応
の
た
め
、
防
疫
等
作

業
手
当
を
１
，
６
５
０
円
と
し

た
。
手
当
改
善
を
強
く
求
め
る

べ
き
。

・
民
間
企
業
で
61
歳
以
上
の
定

年
再
雇
用
社
員
の
賃
金
水
準
を

引
き
上
げ
る
動
き
が
あ
る
。
県

で
も
定
年
を
迎
え
る
職
員
の
流

出
防
止
の
た
め
、
賃
金
水
準
の

改
善
を
図
る
べ
き
。

・
国
土
交
通
省
が
「
分
散
引
越
」

を
呼
び
掛
け
て
い
る
。
早
期
内

示
に
加
え
、
赴
任
期
間
延
長
、

異
動
日
の
変
更
も
要
求
し
て
ほ

し
い
。

・
会
計
年
度
任
用
職
員
の
「
総

合
案
内
員
」
の
任
用
が
来
年
度

限
り
と
さ
れ
て
い
る
。
胆
江
支

部
で
は
大
変
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け

て
お
り
、
闘
争
を
準
備
し
て
い

る
。
２
０
２
６
年
度
の
任
用
協

議
前
に
、
県
南
局
総
務
部
長
に

要
求
書
を
提
出
す
る
。
併
せ
て

「
総
合
案
内
員
」
が
配
置
さ
れ

て
い
る
他
支
部
に
も
同
様
の
取

り
組
み
を
呼
び
掛
け
た
い
。

・
胆
江
支
部
で
実
施
し
た
県
南

局
総
務
部
長
交
渉
で
、
公
舎
の

エ
ア
コ
ン
設
置
に
は
良
い
回
答

を
得
ら
れ
て
い
な
い
が
、
庁
舎

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
拡
張
等
、

良
い
答
え
が
出
た
も
の
も
あ
る
。

継
続
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
と
実
感
。

・
暫
定
再
任
用
希
望
者
全
員
の

確
実
な
再
任
用
に
つ
い
て
、
改

め
て
し
っ
か
り
と
確
認
す
べ
き
。

・
定
期
人
事
異
動
対
策
カ
ー
ド

に
対
す
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を

し
っ
か
り
行
う
べ
き
。

・
現
業
職
員
に
つ
い
て
、
畜
産

研
究
所
の
技
能
員
は
昨
年
10
月

に
補
充
採
用
が
実
現
し
た
。
ま

た
、
今
年
４
月
の
２
人
補
充
採

用
に
向
け
た
公
募
も
進
め
ら
れ

て
い
る
。
退
職
時
に
欠
員
と
な

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
し
っ
か

り
と
取
り
組
み
を
進
め
た
い
。

・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
減
っ
て
い

な
い
。
県
職
労
で
の
対
応
ル
ー

ル
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

・
大
船
渡
の
林
野
火
災
で
、
県

外
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
電
話
対
応

を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
ま

ま
で
は
気
持
ち
が
折
れ
る
の
で
、

対
策
を
し
て
ほ
し
い
。

・
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
応
の

作
業
中
の
体
調
不
良
時
の
対
応
、

怪
我
の
公
務
災
害
認
定
は
、
昨

年
の
豚
熱
の
と
き
よ
り
も
改
善

し
て
い
る
。
取
り
組
み
の
効
果

が
出
て
い
る
。

・
新
採
用
職
員
加
入
対
策
の
内

容
が
、
支
部
だ
け
が
ん
ば
れ
ば

よ
い
よ
う
に
見
え
る
。
も
っ
と

は
っ
き
り
と
取
り
組
み
を
打
ち

出
す
べ
き
。

・
各
合
同
庁
舎
の
機
械
警
備
化

に
つ
い
て
、
年
度
末
近
く
に

メ
ー
ル
で
唐
突
に
通
知
さ
れ
、

不
信
感
が
あ
る
。
対
応
の
説
明

を
き
ち
ん
と
さ
せ
る
べ
き
。

・
自
治
労
本
部
及
び
自
治
労
県

本
部
の
特
別
闘
争
資
金
を
減
額

す
る
と
と
も
に
、
一
般
組
合
費

と
同
様
に
負
担
額
を
傾
斜
配
分

し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
活
動
内

容
を
見
直
す
と
と
も
に
、
使
途

を
組
合
員
に
説
明
し
て
ほ
し
い
。

・
経
費
削
減
の
た
め
、
機
関
紙

の
発
行
回
数
減
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や

メ
ー
ル
の
活
用
そ
の
他
ス
ク
ラ
ッ

プ
や
縮
小
等
の
見
直
し
を
検
討

し
て
ほ
し
い
。

・
旅
費
、
食
事
代
、
宿
泊
費
の

か
か
る
活
動
を
減
ら
し
、
ウ
ェ

ブ
会
議
そ
の
他
手
軽
で
効
率
の

良
い
活
動
方
法
を
取
り
入
れ
て

ほ
し
い
。

　

こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ

〈
全
労
済
〉
自
治
労
共
済
推
進

本
部
は
、
「
じ
ち
ろ
う
マ
イ

カ
ー
共
済
新
規
見
積
り
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
て
お
り
、

５
月
30
日
ま
で
に
見
積
り
を
し

た
組
合
員
に
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

グ
ッ
ズ
「
防
災
セ
ッ
ト
」
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
す
る
。

　

じ
ち
ろ
う
マ
イ
カ
ー
共
済
は
、

多
く
の
組
合
員
の
利
用
と
安
全

運
転
に
支
え
ら
れ
、
加
入
し
た

組
合
員
に
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
た
め
、
積
極
的
に
活
用
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
新
採
用
職

員
、
未
加
入
者
に
も
紹
介
を
お

願
い
し
た
い
。

 

保
障
提
供
元
：
こ
く
み
ん
共
済 coop

　

県
職
労
新
年
号
ク
イ
ズ
応

募
者
の
抽
選
会
が
３
月
１
日

開
催
の
県
職
労
第
１
３
３
回

臨
時
大
会
で
行
わ
れ
た
。

　

当
選
者
は
次
の
と
お
り
。

特
別
賞

（
清
温
荘
宿
泊
券(

２
０
，
０
０
０
円
分))

長
岩　

亜
紀

(

花
巻
支
部
・
審
査
指
導
監
分
会)

支
部
特
産
品
プ
レ
ゼ
ン
ト

久
慈
支
部
賞

(

野
田
村
産　

山
葡
萄
ｗ
ｉ
ｎ
ｅ
＆
三
陸
産
魚
介
リ
ゾ
ッ
ト
セ
ッ
ト)

佐
藤
祐
里
江

(

胆
江
支
部
・
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
種
山
畜
産
研
究
室
分
会)

北
上
支
部
賞

(

ア
ト
リ
エ
Ｋ
Ｕ
Ｋ
Ｏ
焼
き
菓
子
セ
ッ
ト)

高
橋　

佑
子

(

一
関
支
部
・
一
関
県
税
セ
ン
タ
ー
分
会)

一
関
支
部
賞

(

む
ろ
ね
ー
じ
ゅ
ワ
イ
ン
と
亀
の
子
せ
い
べ
い
）

平 

吉
美
智(

盛
岡
支
部　

県
税
部
分
会)

図
書
カ
ー
ド

廣
田
紀
代
子

(

県
庁
支
部
・
森
林
保
全
課
分
会)

榮
田　

真
子

(

県
庁
支
部
・
団
体
指
導
課
分
会)

伊
藤　

圭
太

(

県
庁
支
部
・
商
工
企
画
室
分
会)

内
記　

公
明

(

盛
岡
支
部
・
内
水
面
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
分
会)

福
士
三
喜
男

（
盛
岡
支
部
・
産
業
技
術
短
期
大
学
校
分
会
）

齋
藤　

弘
毅

（
花
巻
支
部
・
花
巻
保
健
福
祉
環
境
セ
ン
タ
ー
分
会
）

木
越　
　

聡

（
一
関
支
部
・
一
関
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
分
会
）

小
野
寺
宏
章

(

一
関
支
部
・
一
関
土
木
セ
ン
タ
ー
分
会)

髙
橋　

正
樹

（
久
慈
支
部
・
久
慈
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
分
会
）

今
野　

鈴
子

（
二
戸
支
部
・
二
戸
保
健
福
祉
環
境
セ
ン
タ
ー
分
会
）

▲代議員からは様々な意見が出された

▲高齢層職員の賃金水準について意見する北崎代議員

じ
ち
ろ
う
マ
イ
カ
ー
共
済

　  

見
積
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

県
職
連
合
第
37
回
・

　  
県
職
労
第
１
３
３
回
臨
時
大
会


